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上信越高原国立公園妙高・戸隠地域の公園計画の変更に関する 

意見の募集（パブリックコメント）について 

 

上信越高原国立公園妙高・戸隠地域の公園計画の変更にあたり、これに関する意見を募集しま

す。 

 

＜上信越高原国立公園妙高・戸隠地域の概要＞ 

 上信越高原国立公園は、その名の示すとおり、群馬県、長野県、新潟県の３県にまたがる山

と高原の国立公園で、大雪山国立公園に次いで２番目の大きさである。 

 妙高地域は、妙高火山群、高妻山、乙妻山、雨飾山及び笹ヶ峰等の裾野一帯の標高約 700m か

ら 2,500m までの高原山岳地帯であり、点在する温泉地と、夏期は高原における自然探勝、登山、

冬期はスキー利用を中心とした地域となっている。 

 戸隠地域は、飯綱山、黒姫山が美しいコニーデ型の山体をならべ、これらの西側には戸隠高

原をはさんで戸隠連峰がそびえ立っている。また、戸隠神社を中心とする信仰の場所として、

戸隠神社関連の史跡が多く残されている。 

 

＜変更の理由＞ 

 上信越高原国立公園は、昭和２４年９月７日に志賀高原、苗場、谷川、草津、万座、浅間地

域が国立公園に指定され、その後、昭和３１年７月１０日に妙高、戸隠地域が編入されている。 

 妙高・戸隠地域に関する公園計画は、昭和５６年３月１６日に再検討が行われ、平成３年３

月２５日に第１次点検、平成７年８月２１日に中部北陸自然歩道の計画追加、平成７年１２月

２２日に第２次点検が行われている。 

 今回は、前回点検から６年を経過しており、公園を取り巻く諸情勢の変化を踏まえつつ公園

計画の変更を行うものである。 

 

＜変更案の基本方針＞ 

１．保護計画 

（１）乗り入れ規制地域 

 自然植生の保護及びライチョウの生息環境保全を図るため、スノーモービルの乗り入れを規

制する。このため、車馬乗り入れ規制地域を指定する。                                       

 

２．利用計画 

（１）単独施設 

 社会情勢の変化や利用実態等を踏まえ、風致景観への影響、事業執行の可能性等を勘案した

上で必要な見直しを行う。 

（２）道路（車道） 

 社会情勢の変化や利用実態等を踏まえ、風致景観への影響、事業執行の可能性等を勘案した
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上で必要な見直しを行う。 

（３）道路（歩道） 

 社会情勢の変化や利用実態等を踏まえ、風致景観への影響、事業執行の可能性等を勘案した

上で必要な見直しを行う。 

（４）運輸施設 

 社会情勢の変化や利用実態等を踏まえ、風致景観への影響、事業執行の可能性等を勘案した

上で必要な見直しを行う。 

 

＜変更案の概要＞ 

１ 保護計画 

（１）乗り入れ規制地域 

車馬若しくは動力船の使用又は航空機の着陸を規制する地域を次のとおりとする。 

名称 区域 地種区分 区域の概要 面積 備考 

笹ヶ峰 新潟県中頸城

郡妙高村の一

部 

新潟県中頸城

郡妙高高原町

の一部 

（以上の区域

のうち、道路、

広場、田、畑、

牧場及び宅地

の 区 域 を 除

く。） 

第１種特

別地域 

第２種特

別地域 

第３種特

別地域 

 妙高山、火打山、焼山山麓か

ら笹ヶ峰に至るなだらかな傾斜

地で、落葉広葉樹に一部オオシ

ラビソ等の針葉樹も含む森林地

帯となっている。 

 今回指定を計画している地域

の上部には、黒沢池及び高谷池

等の高層湿原があり、また、ラ

イチョウの生息する地域でもあ

る。 

 近年、当該地域周辺でのスノ

ーモービルの乗り入れによる植

生やライチョウの生息環境への

影響の懸念や、登山者等の利用

者への影響も顕在化しており、

これまで、関係機関により注意

看板等を設置してきたが、今回

法的な規制をかけることによ

り、適正な保護を図るものであ

る。 

2,596ha 
 
国有林 
2,414ha 
公有林 
 182ha 

 

 

２ 利用計画 

（１）単独施設 

（ア）次の単独施設を追加する。 

番号 種類 位置 整備方針 備考 

１ 野営場 妙高高原町 

（高谷池） 

火打山登山や、高層湿原散策の利用拠点として整備す

る。 

新規 

２ 野営場 妙高村 

（黒沢池） 

妙高山登山や、高層湿原散策の利用拠点として整備す

る。 

新規 
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（２）道路（車道） 

（ア）車道を以下のとおり変更する。 

番号 路線名 区間 理由 

３ 北赤倉線 起点 新潟県中頸城郡妙高高原町 

   （二俣北・国立公園境界） 

終点 新潟県中頸城郡妙高高原町 

   （赤倉北・国立公園境界） 

起点 新潟県中頸城郡妙高村 

   （赤倉北・国立公園境界） 

終点 新潟県中頸城郡妙高高原町 

   （赤倉温泉） 

 バイパス工事により路線延

長が変更されたため、現況に

合わせて修正する。 

４ 笹ヶ峰小谷線 起点 新潟県中頸城郡妙高高原町 

   （笹ヶ峰集団施設地区） 

終点 長野県北安曇郡小谷村 

   （小谷温泉・国立公園境界） 

 バイパス工事により路線が

変更されたため、現況に合わ

せて修正する。 

５ 関赤倉線 起点 新潟県中頸城郡妙高村 

   （関温泉・車道分岐点） 

終点 新潟県中頸城郡妙高高原町 

   （赤倉温泉） 

赤倉温泉内を通過し、他の計

画路線との連絡を図る。 

６ 鏡池線 起点 長野県上水内郡戸隠村 

   （宝光社・国立公園境界） 

終点 長野県上水内郡戸隠村 

   （鏡池） 

起終点の表示を現況に合わせ

修正する。 

 

（３）道路（歩道） 

（ア）次の歩道を追加する。 

番号 路線名 区間 

７ 藤巻山線 起点 新潟県中頸城郡妙高村（関山） 

終点 新潟県中頸城郡妙高村（関山） 
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（４）運輸施設 

（ア）次の運輸施設を追加する。 
番号 路線名 種類 区間 理由 
８ 妙高山麓赤倉線 索道運

送施設 
起点 新潟県中頸城郡妙高高原町 
   （田切） 
終点 新潟県中頸城郡妙高村 
   （関山） 

 スキー場事業

により整備した

索道を、季節を

通 じ た 自 然 散

策、山岳景観の

展望利用のため

の索道として位

置づける。 
９ 黒姫山東麓線 索道運

送施設 
起点 長野県上水内郡信濃町 
   （国立公園境界） 
終点 長野県上水内郡信濃町 
   （黒姫山東麓） 

 スキー場事業

により整備した

索道を、季節を

通 じ た 自 然 散

策、野尻湖の展

望利用のための

索道として位置

づける。 

 


